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Claude Monet au jardin d’eau à Giverny

Plan de Giverny

水に恵まれた豊穣な土地、ジヴェルニー

私は恍惚となっている。
ジヴェルニーはすばらしい土地だ。
――モネ（デュレ宛ての手紙より、1883年）

ジヴェルニーの庭に佇むモネ（1924年）

現在のジヴェルニー地図

　モネの継子ジャン=ピエール・オシュデが伝え
るところでは、転居先を探していたモネが乗っ
た汽車が折しも結婚を祝っていた一団の傍らで
停車したのは、1883年の早春である。偶然止ま
ったこの場所がジヴェルニーで、実に牧歌的な
逸話の舞台となった鉄道も今はもうなく、モネ
が屋敷の横に造成した「花の庭」と睡蓮の池の
ある「水の庭」を隔てる道路になっている。ポ
ワシーでは絵のモティーフに困っていたモネに
とって、セーヌ川とその支流のエプト川が合流
し、水が豊かで変化に富んだ豊穣なる大地が控
えたジヴェルニーの地は、理想的な場所であっ
た。1883年の5月3日にモネ家はオシュデ家とと
もに、ジヴェルニーへと移転した。
　パリから直線で65kmに位置するジヴェルニ
ーは、ノルマンディー地方の入口にある。モネ
が借りたのはフランス領西インド諸島のグァル
ドループ出身者が建てたリンゴ農園の端に立つ

家で、およそ1ヘクタールにもおよぶ庭と、リン
ゴ酒を造るためのピンク色の家がモネの眼鏡に
かなった。もっともこの建物の鎧戸は、すぐに
緑色に塗られて「モネの緑」と呼ばれ、ピンク、
白、緑がスレートの屋根の下を彩ることになる。
モネは1890年に、この家を年1回22,000フラン
計4回の分割で買い取った。
　印象派の仲間のうちでギュスターヴ・カイユ
ボット（1848-1894）は、モネにとって一番の園
芸友達であり、モネはまた、政治家のジョルジ
ュ・クレマンソー（1841-1929）、批評家のギュス
ターヴ・ジェフロワ（1855-1926）、そして小説家
のオクターヴ・ミルボー（1848-1917）とも園芸
の趣味を共有した。妻が単調な村の生活に嫌気
が差したことを理由に、ジヴェルニーの最初の
庭師長がやめた時、後任を探していたモネがカ
イユボットに相談をしたところ、ミルボーが自
分の父の家の庭師長の息子を紹介した。
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クロード・モネ
「水の庭」総目録

Claude Monet, nymphéas, catalogue raisonné 

no1／W1392
睡蓮の池、冬　Bassin aux nymphéas, hiver
1895　81×92cm　個人蔵、スイス
no2／W1419  [p20]
日本の橋、ジヴェルニー　
Le Pont japonais, Giverny
1895　98×117cm　個人蔵、アメリカ
no3／W1419a  [p21]
モネの庭の橋　Pont dans le jardin de Monet
1895　89×92cm　現所在不明

no4／W1501
睡蓮　Nymphéas
1897-98　66×104.1cm　
ロサンゼルス・カウンティ美術館
no5／W1502
睡蓮　Nymphéas
1897-99　73×100cm　
オハラ・ギャラリー、ニューヨーク
no6／W1503
睡蓮　Nymphéas
1897-99　100×100cm　個人蔵

no 7／W1504
睡蓮、夕暮れの効果　Nymphéas
1897-99　73×100cm　
マルモッタン＝モネ美術館、パリ
no8／W1505
睡蓮　Nymphéas
1897-99　75×100cm　個人蔵、フランス
no9／W1506
睡蓮　Nymphéas
1897-99　89×130cm　鹿児島市立美術館

● 「no」は通し番号、「W」はDaniel Wildensteinによるカタログ・レゾネ（作品総目録：
Claude Monet, Biographie et catalogue raisoneé）番号を示す。

● 作品データは所蔵先あるいはWildensteinのカタログ・レゾネを参考にした。配
列はカタログ・レゾネを参考にしているが、一部著者による並び替えを行った。
また、レゾネ刊行後、所蔵先が変わり「現所在不明」となった作品には明記し、
直前の所在を（　）で示した。所蔵先が開示された作品は（　）に出典を示した。

● 作品はすべて、油彩／カンヴァス。
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